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7%削減（2022年比）

100% 100%継続

項目 女性技術者の採用

１０%削減（20２２年比）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 ゴミ排出量の削減

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

女性技術者の採用
２０２２年　未実施
⇒２０２５年　実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２5年現場導入率100％

ぺーパーレス化を進め、紙の使用量を削減。又、必要以上
の備品を購入せず、廃棄量削減に繋がった。ただし、関係
機関とのやり取り等で紙媒体を使用せざるを得ない場面
も多く、結果として目標は未達成となった。

項目
NETIS登録製品等の最先端技術の
活用（現場単位）

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

女性技術者の採用・育成
（ジェンダー平等社会の実現）

現状（2025年） 更新時（3年後）

２０２５年7%

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

実施（１名）

前期の指標に対する実績

実施（２名）
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値およ
び更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

最先端技術の活用（現場単位）
２０２２年現場導入率７５％
⇒２０２５年現場導入率１００％

前期の指標に対する実績

インフラの強靭化に寄与すべく技術力の向上
（最先端技術の活用、技術研究）

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

NETIS登録製品の活用を進め、最先端技術の導入を行っ
た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
2023年に女性技術者を採用し、育成を行った。 ２０２５年　実施（１名）

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

私たちは、建設業を通じて、全ての人たちが生涯に渡り安心安全で、心豊かに暮らせる社会づくりを目指し
ています。また、常に環境負担を意識し未来の世代に負担を残さない社会づくりを行います。お取引様、協力
業者様、当社従業員をはじめ関わる全ての人たちとパートナーシップを結びSDGs達成に向けた取り組みを
働きかけ、全員で目標達成に向かい活動してまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

Ｃｏ２削減のため、ゴミ排出量の削減
（電子化の推進、再利用）

ゴミ排出量の削減
202２年５％⇒２０２５年１０％

女性技術者の採用・育成
（ジェンダー平等社会の実現）

経済

環境

事業者名 株式会社橋口組

建設事業を通じて、インフラ整備・防災減災など地域の安全安心、環境保全を担い、未来に繋がるように「持
続可能な社会」に貢献する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

Ｃｏ２削減のため、ゴミ排出量の削減
（電子化の推進、再利用）

インフラの強靭化に寄与すべく技術力の向上
（最先端技術の活用、技術研究）


